


















































































順位 企業名（1） 2008年の売上高業種 （100万テンゲ）（100万ドル） 所有
1 AO　NK　KazMunaiGaz石油・ガス 25373912 007政府。
2 TOO　Tengizshevroil石油・ガス 173080914329Chevror50％、　KazMunaiGaz－20％、dxxonMobil－25％
3 ENRC 鉱山・冶金 8241556823Kazakhmys－26．00％、　Mr．　Chodiev－P4．59％、Mr．　Ibragimov－14，59％、　Mr．
lachkevitch－14．59％、政府一11．65％






7 AO　PetroKazakhstan石油・ガス 459263 802CNPC（中国）－67％、　KazMunaiGaz－33％









































26AO　Samryk－Energo 電力 55970 463政府一93．42％
31AO　NGSK　KazStroiServis建設 39479 326
38TOO　Oil　services　companyサービス 32542 269
46AO　RG　Brands 食品 24496 202




















































































































































2010? 1994 19951 961997 1998 1999200020012002 2003 2004 2005 2006 20072008 2009 総計
イギリス 32 10 ll 10 25 13 12 1810 27 523156 72 635 506 2992359
米国 120 11 47 28 59 39 19 26 18 12 22 640163 67 242 2731831969
ロシア 2 2 1 10 244158 42 88 2970 646
ドイツ 28 1 13 9 13 11 11 9 16 4 14 66 6 18 38 13 20 290
カナダ 5 1 1 1 56 59 9 32 3830 232
マレーシア 3 97 5 38 13 9 165
中国 82 9 13 31 20 2 157
フランス 7 5 7 2 ll 6 4 4 1 2 40 5 6 19 9 6 134
チェコ 51 6 17 23 19 4 120
シンガポール 9 30 2 28 13 18 100
その他 0 0 2 1 1 0 0 4 0 0 7 82 89 16 137 80 88 507






























































1－1 名前 Aliya Svetlana Nurgul「






1－4 家族 夫、子2人 夫、子2人 夫、子2人
2 事業
2－1 事業分野 レストラン 広告、建築監査、旅行 フィットネス・インストラNター（個人営業）
2－2 企業形態 有限会社 有限会社 個人営業
2－3 従業員 19名（正社員） 4名（正社員） なし

















































































3－4 男性性・女性性 性差はあまりない。 状況による。 性差はあまりない。
3－5 短期志向、長期志向 長期志向。 小企業の場合は、短期志向。 業種による。
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　注目されるのは、次のような点である。SvetlanaとNurgurは家事と仕事の両立のために、官僚を
やめて事業を興した。中小企業政策を高く評価している。カザフスタン企業文化についてリスク回避
的、個人主義的で、性差が少ないと感じている。比較的、ポスト近代的な企業社会の特徴を示してい
る。
　わずかなサンプルから何か確実な結論を導くことはもちろんできないが、（3名が肯定的な評価を
与えていることからうかがわれるように）中小企業政策に一定の成果がみられること、企業において
もポストモダンの社会的傾向（lnglehart［1997］p．76）がみられることを指摘してよかろう。
9．おわりに
　以上、やや羅列的に調査の結果を示したが、これとその他の文献情報を併せて考えてみると、カザ
フスタン企業システムの特徴らしきものが、おぼろげながら浮かび上がってくる。試論的にではある
が、青木のフレームワークに沿って指摘してみよう。
1）組織アーキテクチャにおける慣習。断片的な情報以外に判断の材料がないが、ソ連時代の伝統を
　受け継いだ機能的ヒエラルキーではないかと推定される。
2）コーポレート・ガバナンス。EBRDの統計（EBRD［2009］）では、　GDPに占める民間部門の比率が
　70％（2008）年となっているが、実際には国家が多くの有力企業を支配している1。
3）金融制度。比較的安定した銀行システムを形成しているが、証券市場は未発達で、間接金融中心
　である。
4）労働・雇用制度。労働組合は存在しているが、あまり影響力はないようである（筆者がインタビュー
　したある官僚は、労働組合の存在を知らなかった）。政府は教育レベルの向上、留学制度を通じて質
　の高い労働力の育成を目指している。
5）生産物市場・産業制度。生産において外資に依存し、市場において輸出に依存している。
6）供給関係。製造業未発達のため供給関係そのものが弱体。
7）財産権ルールおよび実効化。腐敗度が高い（世界120位）ことからも推測されるように、政官財の
　癒着が顕著である（Hiro［2009］pp．248－280）。
8）社会的埋め込み、規範、価値。官尊民卑の風潮があるが、近年、中小企業の勃興に見られるよう
　に企業家精神も成長しつつある。
9）国家。開発独裁国家といえそうである。大統領は自ら産業発展を主導する終身大統領である。憲
　法に「リーダー」と書かれるかもしれない（『日本経済新聞』2010年7月11日号）。
　このように、カザフスタンの企業システムは、とくに、その基幹部分を国家が腐敗を伴いながらコ
1　岩暗、鈴木［2010］は、旧ソ連諸国の政府・企業間関係を分類し「命令国家」、「救済国家」、「処分国家」の3パター
ンがあるとしている。ほぼ1990年代を見渡して、カザフスタンは「救済国家」であるとされているが（94－101頁）、現
状は「命令国家」の方に近いように思える。
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ントロールしている点において、深刻な問題をはらんでいる。しかし同時に、国家の教育政策、中小
企業育成政策などは、一定の効果をあげており、今後の発展に期待を抱かせる面もある。背景に資源
依存の産業構造があることも含めて、ロシアの企業システムとの問に共通性が見られる。
　ただし、これを既存モデルの一変種と見るべきか、移行期モデルあるいはロシア＝カザフスタン・
モデルと言うべきか等の問題について、答えを出すことは本稿ではできない。今後、情報収集と分析
をさらに進めて、カザフスタンの企業システムの特徴をより明確にすることにより、それらの問題を
検討したい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　日　　’｝ll’社会　A’1’石Pt一糸導
　　　　　　　　　　　　　　　　　女性実業家アンケート
以下の質問に答えてください。回答時間は約10分です。
1　個人のプロフィール
1－1　お名前は？
1－2何歳ですか？
1－3　学歴は？
卒業学校名
1－3　家族構成は？
2　事業
2－1あなたはどんな事業をしていますか？
2－2　あなたの企業はどんな法的地位にありますか？
個人企業、有限会社、または
2－3　従業員は何名ですか？
2－4起業したのはいつですか？
2－5　なぜ起業しようと思ったのですか？
2－7　自分の事業の発展史を簡単に説明して下さい。
2－8　自分の事業上のパートナーをどのようにして見つけましたか？親戚、知人、広告、またはそれ以
　　外で？
2－9事業場のパートナーは頻繁に変わりますか？それともあまり変わりませんか？
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2－10　国家の小企業政策についてどう思いますか？良い点、悪い点は？
2－11あなたの事業の主要な目的は何ですか？金、人間関係、あるいは自分の人格の発展ですか？
2－12　あなたの事業の将来展望はどうですか？
3　カザフスタンの企業文化の特殊性について
3－1企業内での権力格差は比較的大きいですか、小さいですか？
3－2　実業家はリスク回避的ですか、リスク容認的ですか？
3－3　全体として実業家の行動は集団主義的ですか、個人主義的ですか？
3－4性差は大きいですか、小さいですか？
3－5　実業家は長期的な視点に立ちますか、短期的な視点に立ちますか？
ご回答ありがとうございました。
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